
佐
谷
田
地
区
は
熊
谷
市
の
東
部

に
位
置
し
、
佐
谷
田
・
戸
出
・
平

戸
か
ら
な
る
地
区
で
、
JR
熊
谷
駅

か
ら
直
線
距
離
に
し
て
約
1
～
4

Km
程
あ
り
、
市
街
化
区
域
・
調
整

区
域
・
農
振
区
域
が
混
在
し
て
い

る
地
区
で
す
。

当
館
は
地
区
の
ほ
ぼ
中
心
部
に

あ
り
国
道
17
号
と
125
号
の
分
岐
に

近
く
、
東
部
体
育
館
に
程
近
い
場

所
に
あ
り
ま
す
。

当
館
は
昭
和
42
年
3
月
に
開
館

し
た
鉄
骨
2
階
建
て
の
市
内
で
も

比
較
的
古
い
建
物
で
、
ホ
ー
ル
・

大
小
会
議
室
・
和
室
・
事
務
室
2

室
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
館
を
利
用
す
る
学
習
サ
ー
ク

ル
は
20
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
定
期
的

に
楽
し
み
な
が
ら
学
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
特
に
マ
ジ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

は
、
他
施
設
か
ら
の
依
頼
を
受
け

出
張
披
露
を
数
多
く
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
事
業
と
し
て
「
さ
わ
や

か
ほ
ゝ
え
み
学
級
」
が
あ
り
、
主

な
も
の
と
し
て
、
初
夏
の
花
を
求

め
、
秋
の
紅
葉
を
訪
ね
て
ハ
イ
キ

ン
グ
、
年
度
末
の
歴
史
探
訪
の
3

つ
の
バ
ス
利
用
の
研
修
旅
行
、
年

初
に
は
ア
ル
ト
歌
手
の
「
小
川
明

子
先
生
」
を
お
招
き
し
て
の
新
春

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
か
ら
地
元
薬
局
の
薬

剤
師
に
よ
る
「
お
薬
の
話
」
の
講

座
を
新
設
し
ま
し
た
。

公
民
館
主
催
の
3
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
敬
老
会
・
運
動
会
・
文
化

祭
が
あ
り
ま
す
。
36
回
を
数
え
る

運
動
会
で
は
、
地
域
の
方
々
の
親

睦
を
深
め
る
目
的
を
重
視
し
、
参

加
賞
競
技
を
、
昼
の
休
憩
時
間
と

閉
会
式
後
の
2
回
行
い
、
米
・
自

転
車
・
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
等
電
化
製

品
が
当
る
抽
選
会
を
実
施
し
、
今

年
か
ら
地
元
病
院
・
薬
局
に
よ
る

「
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け

ま
し
た
。

文
化
祭
で
は
各
サ
ー
ク
ル
の
成

果
品
展
示
に
加
え
小
学
生
の
作
品

も
展
示
さ
れ
、
別
の
サ
ー
ク
ル
に

よ
る
演
技
も
多
数
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

小
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
の
指
定
に
伴
い
数
年
前
よ
り
親

子
ふ
れ
あ
い
教
室
を
設
置
し
、
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
輪
投
げ
・
吹
矢
・

切
り
絵
・
マ
ジ
ッ
ク
・
し
め
縄
作

り
と
多
岐
に
わ
た
り
、
サ
ー
ク
ル

の
協
力
の
も
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
各
世
代
が
繋
が
り

を
も
っ
て
集
い
、
親
睦
を
深
め
ら

れ
る
公
民
館
を
目
指
し
て
、
試
行

錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
努
力
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
尻
地
区
は
熊
谷
市
西
北
に
位

置
し
、
深
谷
市
に
隣
接
し
た
地
域

で
、
三
尻
小
学
校
区
域
を
主
な
活

動
区
域
と
し
た
地
域
公
民
館
で
す
。

現
在
の
建
物
は
昭
和
四
十
一
年

建
設
の
鉄
筋
ブ
ロ
ッ
ク
造
一
階
建

で
「
ふ
れ
あ
い
」
「
協
力
」
「
発

展
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
地
域

の
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
愛
さ

れ
る
公
民
館
に
な
る
よ
う
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

部
屋
は
、
ホ
ー
ル
・
和
室
・
会

議
室
が
あ
り
、
生
涯
教
育
活
動
施

設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
活
動
グ
ル
ー
プ
は
十
六

ク
ラ
ブ
で
文
化
活
動
ク
ラ
ブ
は
十

一
ク
ラ
ブ
、
運
動
的
活
動
ク
ラ
ブ

は
五
ク
ラ
ブ
あ
り
活
発
な
ク
ラ
ブ

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
民
館
活
動
と
し
て
「
み
し
り

野
学
級
」
と
称
し
た
学
習
講
座
を

年
に
十
一
回
開
講
し
、
多
く
の
方

に
出
席
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

館
外
研
修
は
、
社
会
見
学
を
含

め
年
間
三
回
実
施
し
、
参
加
者
に

喜
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
民
館
だ
よ
り
で
募
集

し
た
講
座
（
キ
ム
チ
漬
け
教
室
、

味
噌
づ
く
り
教
室
、
折
り
紙
教
室

等
年
間
八
講
座
程
度
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

公
民
館
行
事
は
、
五
月
に
球
技

大
会
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
、
六
月
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
七
月
ク
ラ
ブ
発

表
会
（
さ
く
ら
め
い
と
）
、
十
一

月
は
七
つ
の
祝
（
八
坂
神
社
）
と

文
化
祭
、
十
二
月
は
し
め
縄
飾
り

講
習
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
行
事
と
し
て
、
八
月
納
涼

祭
（
実
行
委
員
会
主
催
）
、
九
月

敬
老
会
（
自
治
会
と
共
催
）
、
十

月
体
育
祭
（
自
治
会
連
合
会
と
共

催
）
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
公
民
館
が
地
域
の

多
く
の
方
の
ふ
れ
あ
い
交
流
の
場

と
し
て
利
用
し
て
頂
き
、
生
涯
学

習
の
拠
点
と
な
り
、
よ
り
多
く
の

方
に
楽
し
ん
で
頂
け
る
活
動
を
し

て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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新
堀
地
区
は
県
北
部
、
利
根
川

と
荒
川
の
間
、
櫛
引
台
地
に
位
置

し
て
い
ま
す
。

地
名
の
由
来
は
「
新
し
い
堀
」

か
ら
来
て
い
て
古
く
は
畑
村
で
あ

り
、
慶
長
の
こ
ろ
（
千
六
百
三
年

～
）
に
奈
良
堰
用
水
が
新
し
く
開

か
れ
た
た
め
「
新
井
堀
村
」
と
改

称
し
、
後
に
新
堀
村
と
な
り
現
在

の
新
堀
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
二
十
二
年

久
保
島
、
新
堀
、
高
柳
が
合
併

し
て
大
里
郡
玉
井
村
と
な
り
、
そ

の
後
、
昭
和
十
六
年
熊
谷
市
と
合

併
し
現
在
に
至
る
。

明
治
四
十
二
年

高
崎
線
籠
原
駅
開
設
〔
十
二
月

十
六
日
〕
当
初
の
乗
降
客
は
百
五

十
名
と
か
。

駅
名
に
つ
い
て
、
当
初
は
新
堀

駅
と
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
東
京

に
日
暮
里
駅
が
あ
り
、
貨
物
も
扱

う
関
係
で
間
違
い
易
い
の
で
、
当

地
区
に
は
な
い
が
、
播
羅
郡
東
方

村
の
小
字
名
に
籠
原
が
あ
る
の
で

駅
名
を
籠
原
と
し
た
と
の
話
が
あ

る
（
当
地
区
に
は
籠
原
裏
の
地
名

あ
り
）

昭
和
三
十
二
年

籠
原
駅
舎
改
築
。
駅
陸
橋
完
成
。

新
堀
自
治
会
館
建
設
。

昭
和
四
十
七
年

籠
原
小
学
校
開
校
。
此
に
よ
り

現
籠
原
南
１
丁
目
地
区
は
玉
井
小

よ
り
籠
原
小
に
編
入
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年

新
堀
小
学
校
開
校
。
新
堀
地
区

は
玉
井
小
よ
り
新
堀
小
に
編
入
し

ま
し
た
。

玉
井
自
治
会
連
合
会
よ
り
新
堀

自
治
会
連
合
会
が
設
置
（
第
一
自

治
会
～
第
五
自
治
会
発
足
）

昭
和
六
十
一
年

〔
三
月
一
日
〕
籠
原
新
駅
舎
完
成
。

昭
和
六
十
三
年

〔
三
月
十
三
日
〕
JR
ダ
イ
ヤ
改
正
、

池
袋
乗
り
入
れ
開
始
、
快
速
タ

ウ
ン
運
転
。

〔
十
月
二
十
二
日
〕
籠
原
駅
自
由

通
路
完
成
。

平
成
三
年

〔
四
月
二
十
九
日
〕
新
堀
連
合
自

治
会
館
竣
工
式
。
（
昭
和
三
十

年
初
め
に
建
設
さ
れ
た
自
治
会

館
は
老
朽
化
の
為
）

平
成
七
年

〔
四
月
一
日
〕
熊
谷
市
新
堀
公
民

館
完
成
。

現
在
、
高
崎
線
は
湘
南
新
宿
ラ

イ
ン
と
上
野
東
京
ラ
イ
ン
が
東
海

道
線
に
乗
り
入
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
又
、
始
発
と
増
結
が
あ

り
益
々
便
利
に
な
り
今
で
は
乗
降

客
は
三
万
人
（
一
日
当
た
り
）
近

い
人
が
利
用
さ
れ
て
ま
す
。

又
、
駅
南
口
は
区
画
整
理
後
、

平
成
五
年
新
堀
か
ら
籠
原
南
と
住

所
も
変
わ
り
ま
し
た
。

駅
北
口
も
区
画
整
理
は
ほ
ぼ
完

了
（
令
和
元
年
）
し
新
し
い
地
名

を
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
様
に
地
名
が
変
わ
っ
た
り

し
な
が
ら
も
新
堀
地
区
は
籠
原
駅

と
共
に
発
展
を
続
け
、
新
た
な
歴

史
が
生
ま
れ
る
事
で
し
ょ
う
。

石
橋
供
養
塔
は
、
江
戸
時
代
中

期
か
ら
明
治
時
代
前
期
に
か
け
て
、

埼
玉
県
を
中
心
と
し
た
関
東
地
方

に
多
く
建
立
さ
れ
た
石
碑
で
、
人
々

の
往
来
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い

石
橋
が
、
長
く
無
事
で
あ
る
こ
と

を
祈
願
し
た
り
、
橋
の
安
全
や
行

き
交
う
人
々
の
無
事
を
祈
っ
て
建

て
ら
れ
ま
し
た
。

「
供
養
」
と
い
う
言
葉
は
、
現
在

で
は
「
冥
福
を
祈
る
」
と
同
義
語

と
し
て
使
わ
れ
ま
す
が
、
江
戸
時

代
に
は
、
加
護
や
感
謝
、
さ
ら
に

は
成
就
や
祈
念
と
い
う
意
味
合
い

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
一
五
年
埼
玉
県
編
さ
ん
の

『
武
蔵
国
郡
村
誌
』
に
よ
る
と
、

市
内
に
は
一
八
Ｏ
本
余
り
の
石
橋

が
存
在
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お

り
、
現
在
、
石
橋
供
養
塔
は
二
Ｏ

基
程
が
確
認
で
き
ま
す
。

市
内
に
残
る
代
表
的
な
石
橋
供

養
塔
を
紹
介
し
ま
す
。

①

和
田
川
石
橋
供
養
塔

所
在
地
：
小
江
川
地
内

造
立
年
：
文
久
四
年

造
立
者
：
世
話
人
三
名

②

薬
師
堂
石
橋
供
養
塔

所
在
地
：
永
井
太
田
地
内

造
立
年
：
寛
政
一
一
年

造
立
者
：
僧
侶
一
名

③

成
田
用
水
石
橋
供
養
塔

所
在
地
：
箱
田
地
内

造
立
年
：
明
治
一
六
年

造
立
者
：
斉
藤
蔵
之
助
利
勝

④

通
殿
川
石
橋
供
養
塔

所
在
地
：
中
曽
根
地
内

造
立
年
：
寛
政
一
Ｏ
年

造
立
者
：
中
曽
根
村
講
中

そ
れ
ま
で
の
土
橋
に
替
え
、
石
橋

を
架
け
る
こ
と
は
大
変
な
資
金
と
労

力
を
必
要
と
し
ま
し
た
。
奈
良
の
吉

田
市
右
衛
門
宗
敬
、
石
原
の
志
村
養

庵
、
箱
田
の
斉
藤
蔵
之
助
利
勝
、
柿

沼
の
光
運
和
尚
等
は
、
私
財
を
投
じ

て
多
く
の
石
橋
を
架
け
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
遺
徳
に
感
謝
し
、
市
右
衛

門
橋
・
養
庵
橋
・
光
運
橋
と
、
名
前

を
冠
し
た
橋
名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
石
橋
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋

に
架
け
替
え
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
現

存
し
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
人
々
の
思

い
を
伝
え
る
石
橋
供
養
塔
は
、
郷
土

の
歴
史
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と
し

て
、
今
後
も
大
切
に
残
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。
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史
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堀
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長

大
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清



星
宮
公
民
館
は
、
熊
谷
市
の
東

に
位
置
し
「
一
級
河
川
星
川
」
が

地
域
の
中
央
を
流
れ
る
農
村
地
帯

に
あ
り
ま
す
。

当
公
民
館
は
、
年
間
約
30
項
目

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
こ
の
中
で
「
長
寿
会
」
の

協
力
を
得
て
子
供
た
ち
に
地
域
の

伝
統
を
伝
え
る
「
世
代
間
交
流
事

業
・
ま
こ
も
馬
作
り
」
を
紹
介
し

ま
す
。

「
ま
こ
も
馬
」
は
古
く
か
ら
星

宮
地
区
の
七
夕
行
事
の
一
環
と
し

て
各
家
庭
で
行
わ
れ
て
き
た
伝
統

行
事
で
す
。

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
行
事
が
昔

か
ら
行
わ
れ
て
き
た
の
か
疑
問
に

思
い
調
べ
て
み
ま
し
た
。

「
真
菰
」
は
稲
作
が
日
本
に
伝

る
ま
で
「
衣
・
食
・
住
」
の
中
心

と
な
る
植
物
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

新
芽
は
食
し
、
日
に
当
て
た
物
は

敷
物
や
枕
に
、
そ
し
て
雨
具
や
屋

根
材
等
の
生
活
用
品
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
名
残
り
な
の
か
今
で
も
伝

統
を
重
ん
じ
る
行
事
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
歴
史
・
格
の
有
る
神
社

で
も
真
菰
で
編
ん
だ
草
枕
が
「
御

神
体
」
に
、
ま
た
例
大
祭
が
「
ま

こ
も
祭
り
」
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
神
社
も
あ
り
ま
す
。

真
菰
は
日
本
人
の
暮
ら
し
に
切

り
離
せ
な
い
存
在
が
長
く
続
き
、

い
つ
し
か
「
聖
な
る
草
」
「
癒
し

の
草
」
「
霊
草
」
と
し
て
扱
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。昭

和
天
皇
が
崩
御
さ
れ
、
そ
の

御
遺
体
を
収
め
た
棺
の
下
に
び
っ

し
り
敷
き
詰
め
ら
れ
た
真
菰
が
重

要
な
存
在
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

「
証
」
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
真
菰
で
作
り
飾
る

行
事
が
「
星
宮
地
区
」
に
は
「
ま

こ
も
馬
」
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

長
寿
会
の
皆
様
が
、
星
川
で
ま

こ
も
を
刈
り
取
り
三
日
ほ
ど
日
に

当
て
た
物
を
使
用
し
て
作
り
ま
す
。

公
民
館
事
業
に
参
加
し
た
三
世

代
の
皆
様
が
「
ま
こ
も
馬
」
を
作

っ
た
事
を
記
憶
に
と
ど
め
、
次
世

代
の
子
供
達
に
も
教
え
て
あ
げ
ら

れ
る
事
を
願
い
事
業
を
遂
行
し
て

い
ま
す
。

小
島
公
民
館

さ
て
熊
谷
市
の

・
・
・
・
・

ど
こ
に
あ
る
の
か
、
聞
き
慣
れ
な

い
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
よ
く
間
違
え
ら

れ
る
の
が
、
旧
熊
谷
市
の
小
島
地

区
で
す
。
そ
こ
で
ま
ず
、
妻
沼
小

島
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。
当
地
区

は
熊
谷
市
で
あ
り
な
が
ら
群
馬
県

太
田
市
に
隣
接
す
る
飛
び
地
で
す
。

利
根
川
が
運
ん
だ
肥
沃
な
土
壌
に

よ
り
昔
か
ら
野
菜
作
り
が
盛
ん
な

地
域
で
す
。
ま
た
大
和
芋
の
産
地

と
し
て
名
を
は
せ
て
い
ま
す
。

社
会
の
趨
勢
と
同
様
、
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
児
童
・
生
徒
数
が

減
少
し
ま
し
た
。
結
果
、
小
中
学

校
共
、
十
年
前
に
休
校
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
は
、
地
域

の
中
核
を
担
っ
て
い
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
が

活
力
を
失
う
事
で
も
あ
り
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
公
民
館
活
動
の
負
う
と
こ

ろ
が
大
変
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

地
域
の
人
た
ち
が
寄
り
合
い
、

様
々
な
公
民
館
活
動
を
通
し
て
、

日
常
生
活
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
学
校
は
休
校

し
、
施
設
（
校
舎
・
体
育
館
、
校

庭
）
等
は
、
市
教
委
か
ら
管
理
を

公
民
館
に
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

校
庭
の
除
草
や
建
物
の
清
掃
等
大

変
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
事
業
を

計
画
実
施
す
る
上
で
は
と
て
も
便

利
に
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
年
間
事
業
計
画
に
基

づ
い
て
実
施
し
て
い
る
主
な
事
業

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
趣
味
的

な
事
業
と
し
て
は
、
七
月
に
朝
顔

展
・
十
一
月
に
は
菊
花
展
と
、
こ

こ
十
数
年
来
行
っ
て
い
る
好
評
の

事
業
で
す
。

希
望
者
に
朝
顔
の
種
を
配
布
し

た
り
、
地
域
の
菊
の
愛
好
家
に
苗

作
り
を
依
頼
し
素
晴
ら
し
い
作
品

に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。
九
月
と
一

月
に
草
木
染
め
教
室
を
実
施
し
、

こ
れ
も
長
年
続
い
て
い
る
事
業
で
、

公
民
館
祭
り
に
出
品
し
ま
す
と
大

変
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
で
三
回
目
に
な
り
ま
す
が

ク
ラ
フ
ト
バ
ッ
ク
づ
く
り
で
は
、

大
変
手
間
の
掛
か
る
作
業
で
す
が
、

実
用
的
な
作
品
に
仕
上
が
り
こ
れ

ま
た
好
評
で
す
。
地
域
全
体
の
行

事
と
し
て
は
、
夏
の
納
涼
祭
、
秋

の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ

等
、
他
地
区
で
は
あ
ま
り
行
わ
れ

て
い
な
い
特
色
の
あ
る
事
業
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
写

真
教
室
で
は
、
撮
影
の
腕
も
上
が

り
参
加
者
も
意
欲
的
で
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い

る
傾
向
に
あ
り
改
善
の
必
要
を
感

じ
ま
す
。

い
か
に
魅
力
あ
る
公
民
館
事
業

を
推
進
す
る
か
、
い
か
に
新
規
の

参
加
者
を
増
加
さ
せ
る
か
が
、
今

後
の
課
題
で
す
。
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学
級
講
座
紹
介

「
世
代
間
交
流
事
業
」

地
域
伝
統
行
事
の
継
承

（
ま
こ
も
馬
作
り
）

星
宮
公
民
館
長

前
澤

保
雄

仲良く作っています

魅
力
あ
る
公
民
館

活
動
を
目
指
し
て

小
島
公
民
館
長

舞
原

國
雄

運動会



本
年
７
月
、
館
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
気
軽

に
集
い
、
学
び
、
交
流
す
る
場
と

な
る
よ
う
、
公
民
館
事
業
の
推
進

に
微
力
な
が
ら
力
を
尽
く
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
本
公
民
館
は
館
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
活
動
は
中
央

公
民
館
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
場

所
は
、
宮
町
公
民
館
区
域
の
外
、

西
側
に
あ
り
、
少
々
不
便
で
す
が
、

先
日
開
催
し
た
「
人
権
講
座
」
は

17
名
が
出
席
し
て
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
は
、
事
務
局
が
講
座
を
開
設

す
る
に
は
諸
条
件
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
な
か
な
か

新
講
座
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
時
、
本
公
民
館
は
、
熊
谷

市
の
市
政
宅
配
講
座
を
積
極
的
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
十
種
類
の
ジ
ャ

ン
ル
で
155
講
座
も
あ
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
担
当
者
と
協
議
し
て
内

容
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

強
い
味
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
宮
町
公
民
館
は
、
今

後
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
開
か
れ
た

場
所
と
し
て
、
と
も
に
明
る
く
楽

し
く
運
営
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
度
、
宮
町
公
民
館
長
を
退

任
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
の
在

任
中
は
、
多
く
の
皆
様
の
温
か
い

ご
指
導
と
、
ご
協
力
を
得
な
が
ら

職
務
を
大
過
な
く
果
た
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
公
連
の
益
々

の
発
展
と
皆
様
方
の
ご
活
躍
を
祈

念
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

多
数
の
館
長
、
主
事
、
職
員
の

皆
様
の
参
加
を
賜
り
、
恒
例
の

「
職
員
等
研
修
会
」
が
７
月
30
日

日
に
江
南
公
民
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
前
半
の
事
例
発
表

は
、
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
し
て

中
条
公
民
館
と
、
第
６
ブ
ロ
ッ
ク

を
代
表
し
て
長
井
公
民
館
が
行
い

ま
し
た
。

中
条
公
民
館
の
事
例
発
表
の
内

容
は
、
住
民
同
士
が
「
つ
ど
う
」

「
ま
な
ぶ
」
「
む
す
ぶ
」
こ
と
を

促
し
、
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

に
貢
献
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
い

く
つ
か
の
事
例
を
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
小
中
学
生
、
自
治
会
が
一
緒

に
行
う
大
運
動
会
や
防
災
訓
練
、

歩
け
歩
け
大
会
。
中
で
も
圧
巻
な

の
は
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
、
六
百

人
が
参
加
す
る
中
条
大
縁
日
祭
で

す
。
公
民
館
文
化
祭
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

バ
ザ
ー
、
そ
ば
打
ち
や
豚
汁
の
提

供
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
子
供
が
ス
タ
ッ
フ
と

な
り
活
躍
す
る
な
ど
、
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

長
井
公
民
館
は
地
域
の
憩
い
の

場
と
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
安
全
、
安
心
な
場
、

よ
り
良
い
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
、

ま
た
、
地
域
の
方
が
気
楽
に
来
館

で
き
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特
に
子
供
た
ち
の
交
流
を
大
事

に
し
て
お
り
、
異
学
年
児
童
同
士

が
交
流
で
き
る
安
心
で
安
全
な
場

所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
方
々
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
た
サ
ロ
ン
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
の
協
力
を
得
て
開
か
れ

て
い
ま
す
。
楽
し
い
憩
い
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
お
互
い
の
健
康
を

確
認
し
あ
う
場
と
し
て
、
毎
回
参

加
者
が
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

後
半
は
立
正
大
学
教
授
工
学
博

士
の
後
藤
真
太
郎
先
生
を
講
師
に

お
招
き
し
て
、
「
比
企
丘
陵
の
風

土
共
創
」
ー
農
業
遺
産
登
録
申
請

に
向
け
て
ー

と
い
う
演
題
で
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

千
五
百
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
、
農
業
者
に
よ
り
培
わ
れ
た
谷

津
沼
農
法
を
こ
れ
か
ら
も
持
続
可

能
な
も
の
と
し
て
保
存
す
る
た
め
、

農
業
遺
産
と
し
て
登
録
し
よ
う
と

活
動
し
て
い
る
後
藤
先
生
の
取
り

組
み
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た

価
値
共
創
、
消
費
者
と
の
価
値
共

創
、
地
域
内
外
の
人
々
と
の
価
値

共
創
の
三
本
柱
に
よ
り
、
農
業
遺

産
を
維
持
し
、
持
続
可
能
な
地
域

を
醸
成
し
て
い
く
と
い
う
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
を
学
び
ま
し
た
。

（
編
集
委
員

事
務
局
）
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職
員
等
研
修
会
・講
演
会
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新
旧
館
長
あ
い
さ
つ

宮
町
公
民
館
長

上
村

悦
子

前
宮
町
公
民
館
長

小
沼

博
靖

中条公民館の発表

長井公民館の発表



館
長
、
主
事
、
職
員
26
名
が
参

加
し
、
10
月
25
日
に
視
察
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。
午
前
は
新
座
市

の
平
林
寺
を
視
察
し
ま
し
た
が
、

台
風
21
号
と
低
気
圧
の
影
響
に
よ

る
強
雨
の
た
め
、
残
念
な
が
ら
そ

そ
く
さ
と
バ
ス
に
戻
る
参
加
者
が

多
数
で
し
た
。

今
回
の
研
修
先
は
蕨
市
の
北
町

公
民
館
で
す
。
山
川
会
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
北
町
公
民
館
の
鈴
木

館
長
を
中
心
に
説
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

最
初
に
蕨
市
の
概
要
と
、
熊
谷

市
と
の
比
較
に
関
し
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
蕨
市
の
面
積
は
5.1
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
熊
谷
市
の

30
分
の
１
程
度
で
、
全
国
で
一
番

小
さ
い
市
で
す
。

人
口
は
約
７
万
５
千
人
で
、
６

～
７
年
前
か
ら
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
人
口
密
度
は
約

１
万
４
千
人
／
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
で
、
こ
れ
も
全
国
一
で
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。

ち
な
み
に
、
蕨
市
は
全
国
に
先

駆
け
て
成
人
式
を
「
成
年
式
」
と

い
う
名
称
で
開
催
。
現
在
で
も

「
成
年
式
」
の
名
称
で
20
歳
の
式

典
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

さ
て
、
本
題
に
戻
り
、
蕨
市
内

に
は
７
つ
の
公
民
館
が
存
在
し
、

す
べ
て
半
径
５
百
メ
ー
ト
ル
の
範

囲
内
に
あ
る
そ
う
で
す
。
公
民
館

ご
と
に
固
定
化
さ
れ
た
利
用
者
の

地
区
は
な
く
、
複
数
の
公
民
館
を

利
用
す
る
こ
と
が
一
般
化
し
て
お

り
、
柔
軟
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
７
つ
の
全
て
の
公
民
館

が
優
良
公
民
館
表
彰
を
受
賞
。
北

町
公
民
館
は
平
成
30
年
11
月
に
文

部
科
学
省
よ
り
受
賞
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
受
賞
に
際
し
評
価
さ
れ
た

点
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①

「
誰
で
も
楽
し
く
気
軽
に
」

健
康
づ
く
り
を
学
べ
る
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
。
特
に

「
遊
び
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
学
ぶ
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
青
少
年
の

基
礎
体
力
の
向
上
や
運
動
習
慣

の
定
着
を
は
か
る
事
業
を
展
開

し
て
い
る
こ
と
。

②

町
会
や
子
ど
も
会
、
地
域
女

性
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
事
業

を
行
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
講

座
運
営
の
協
力
、
公
民
館
利
用

団
体
と
連
携
し
た
体
験
講
座
の

実
施
な
ど
、
蕨
市
や
近
隣
市
で

活
動
す
る
様
々
な
団
体
と
連
携

協
力
し
て
い
る
こ
と
。

北
町
公
民
館
は
、
市
民
体
育
館

と
児
童
館
の
複
合
施
設
で
、
平
成

８
年
の
公
民
館
設
置
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
２
階
部
分
を
改
装
し
、

耐
震
工
事
を
経
て
現
在
に
い
た
っ

て
い
ま
す
。

利
用
人
数
は
１
日
80
～
100
人
で

年
約
3
万
5
千
人
と
の
こ
と
。
市

民
体
育
館
は
１
日
300
～
350
人
で
年

間
15
万
人
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。青

少
年
の
利
用
者
が
多
く
、
北

町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
い
た
っ
て

は
、
募
集
人
数
40
名
の
と
こ
ろ
80

名
の
応
募
が
あ
る
ほ
ど
盛
況
で
す
。

要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、

大
き
な
公
園
が
な
い
こ
と
や
、
公

園
が
あ
っ
て
も
ボ
ー
ル
遊
び
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
等
で
あ
る
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

公
民
館
と
児
童
館
が
連
携
し
て

開
催
さ
れ
る
家
庭
教
育
学
級
、
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し

た
高
齢
者
学
級
、
地
域
と
の
連
携

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
祭
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
、
す
べ
て
取
り
上
げ

る
こ
と
が
困
難
な
ほ
ど
多
種
に
わ

た
る
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
通
り
の
説
明
の
後
、
市
民
体

育
館
、
児
童
館
を
含
め
、
施
設
見

学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
で
も
ボ
ル
タ
リ
ン
グ
の
施
設
に

は
、
参
加
者
の
皆
様
が
多
く
の
興

味
を
抱
い
た
よ
う
で
、
見
学
に
多

く
の
時
間
が
注
が
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
相
撲
の
土
俵
ま
で
あ
る
こ
と

に
は
皆
さ
ん
驚
愕
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
質
疑
応
答
を
経
て
、

山
川
会
長
の
謝
辞
の
後
、
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。
実
り
あ
る
研
修
で

し
た
。

（
編
集
委
員

事
務
局
）
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視
察
研
修
報
告

蕨
市
北
町
公
民
館
を
訪
ね
て

北町コミュニティーセンター入口

児童館の視察

体育館内のボルタリング

相撲の土俵



魂
の
調
和
と
仏
像

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
時
代
、
哲
学

者
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
思
想
を
背
景
と

し
て
、
世
界
の
本
質
を
知
る
最
も

重
要
な
学
問
に
「
数
論
」
、
「
幾

何
学
」
、
「
天
文
学
」
、
「
音
楽
」

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
追
究
が
日
常

生
活
か
ら
宇
宙
全
体
ま
で
を
支
配

す
る
「
調
和
（
ハ
ル
モ
ニ
ア
）
」

の
原
理
を
解
き
明
か
す
と
考
え
ら

れ
て
い
た
。
一
方
、
プ
ラ
ト
ン
は

人
間
の
魂
を
「
理
性
」
、
「
気
概
」
、

「
欲
望
」
に
区
分
し
、
魂
の
調
和

に
よ
り
「
正
義
」
が
実
現
さ
れ
る

と
説
い
た
。
「
調
和
」
と
は
、
職

人
に
よ
る
各
部
材
の
完
全
な
る
接

合
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
語
か
ら
派
生

し
、
事
物
や
現
象
の
全
体
的
な
均

衡
の
美
を
意
味
し
て
い
る
。

現
実
と
理
想
を
結
び
付
け
、
相

反
す
る
立
場
を
包
容
す
る
。
人
間

は
こ
う
し
た
調
和
へ
の
祈
り
や
願

い
を
込
め
て
、
仏
像
に
対
す
る
信

仰
や
仏
像
の
美
を
愛
す
る
文
化
を

継
承
し
て
き
た
。
熊
谷
の
郷
土
と

深
く
関
わ
る
仏
像
の
歴
史
。
そ
の

一
つ
が
平
戸
の
源
宗
寺
で
息
づ
い

て
い
る
。

源
宗
寺
と
「
平
戸
の
大
ぼ
と
け
」

源
宗
寺
は
17
世
紀
初
頭
に
藤
井

雅
楽
助
が
開
基
し
、
薬
師
如
来
と

観
音
菩
薩
の
二
体
の
「
木
彫
大
仏

坐
像
」
が
横
に
並
び
鎮
座
し
て
い

る
。
仏
像
の
存
在
は
武
蔵
国
の
地

誌
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
も

記
さ
れ
、
古
く
か
ら
地
域
の
歴
史

と
と
も
に
あ
っ
た
。
寛
文
２
（
１

６
６
２
）
年
に
制
作
、
元
禄
14

（
１
７
０
１
）
年
に
再
び
着
手
さ

れ
現
在
の
本
尊
と
な
る
。
ま
た
、

薬
師
如
来
に
つ
い
て
は
形
態
か
ら

阿
弥
陀
如
来
と
の
説
も
あ
る
。

二
体
の
仏
像
は
台
座
と
光
背
を

含
め
る
と
約
４
・
５
メ
ー
ト
ル
の

規
模
を
誇
り
、
「
平
戸
の
大
ぼ
と

け
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
仏
師
の

宗
円
と
江
戸
弥
兵
衛
が
制
作
を
担

い
、
中
西
村
の
喜
兵
衛
や
沼
黒
村

の
太
兵
衛
ら
近
隣
出
身
の
塗
師
が

丹
念
な
技
術
を
発
揮
し
た
。
木
彫

に
よ
る
造
形
美
と
重
厚
感
が
融
合

し
た
迫
力
あ
る
寄
木
造
で
、
円
形

の
光
背
も
壮
観
。
表
面
は
金
箔
の

上
に
黒
漆
を
塗
る
技
法
が
用
い
ら

れ
、
光
沢
を
帯
び
て
い
る
。
仏
像

に
は
薬
の
秘
伝
書
が
収
納
さ
れ
、

こ
れ
を
調
剤
し
た
妙
薬
が
評
判
と

な
り
多
く
の
参
拝
者
を
集
め
た
。

「
平
戸
の
妙
薬
」
と
も
呼
ば
れ
、

薬
師
如
来
信
仰
と
も
密
接
な
関
係

が
あ
っ
た
。

（
向
か
っ
て
右
側
が
薬
師
如
来
、

左
側
が
観
音
菩
薩
）

源
宗
寺
本
堂
の
保
存
修
理
事
業

二
体
の
仏
像
が
安
置
さ
れ
る
源

宗
寺
本
堂
は
「
千
日
堂
」
と
呼
ば

れ
、
仏
像
の
制
作
と
同
時
代
に
建

立
さ
れ
た
。
古
都
奈
良
の
東
大
寺

大
仏
殿
に
模
し
た
形
状
と
伝
承
さ

れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
半
ば
に
洪

水
被
害
を
受
け
た
後
、
建
物
の
丈

を
下
げ
る
改
修
や
壁
の
補
強
が
実

施
さ
れ
た
が
、
建
造
物
の
全
体
に

お
け
る
老
朽
化
が
進
み
、
仏
像
の

保
存
に
も
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
態
に
対
応
す
べ
く

当
寺
護
持
会
、
東
竹
院
、
地
元
平

戸
地
区
、
事
業
賛
同
者
、
熊
谷
市

教
育
委
員
会
を
中
心
と
し
た
保
存

修
理
委
員
会
が
結
成
さ
れ
た
。
総

工
費
約
５
千
万
円
を
想
定
と
し
た

保
存
修
理
事
業
の
実
施
を
予
定
し

て
い
る
。

長
い
時
代
を
超
え
て
黙
想
を
続

け
て
い
る
大
仏
。
調
和
し
た
仏
像

の
美
が
人
間
の
魂
に
希
望
を
与
え
、

信
仰
の
歴
史
を
未
来
へ
と
繋
げ
る
。

そ
の
理
想
を
目
指
し
て
、
今
回
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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源
宗
寺
本
堂
保
存
修
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

仏
像
の
美
と
信
仰
の
歴
史
を
め
ぐ
っ
て

熊
谷
市
立
江
南
文
化
財
セ
ン
タ
ー

山
下
祐
樹

老朽化が見られる源宗寺本堂

平戸のおおぼとけ
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公民館訪問記

「おじいちゃん、どこで寝てるの？」と孫に言われて片付けを決意、参加申込みしました。

これは、受講動機を講師から訊かれたときに返された答えのひとつです。

他にも、「退職を機に、これまでできなかった片付けに取り組みた

かった」「以前、思い切って処分したら、後になって必要になり

後悔したので、選ぶ基準と捨てる基準をどう設定するか学びたい」

など、受講生皆さんの動機は様々です。

１０月２日（水）から始まった『断捨離Ⓡ教室』の

第１回目、定員２０名の募集に２３人の出席があり、

関心の高さが感じられます。

また、講師が一方的に話をするのでなく、受講生と

対話しながら講義を進めていくスタイルで、受講生

だれもが生き生きと話をする様子が見られました。

当日頂いた資料には、断捨離ってなあに？・片付け

られない最大の理由はなに？・今日から何をすればいい？

・あなたの断捨離したいモノは何ですか？・片付いた家

でどんなことをしたいですか？などと記されていて、

講座がどんなふうに展開されていくのか興味が沸きます。

講師の方が講義の冒頭で言われた「すべての道は断捨

離につながる」の言葉がとても印象に残り、全６回の

講座を受講してみたくなりました。

『一生歩ける体をつくろう』というサブタイトルに惹かれて、全２回講座の初日にお邪魔しました。

２５名（内男性１名）の受講生は、皆さんヨガマットに座って講義がスタート。

足（内腿）のマッサージに始まって、前屈して体の柔軟性を

チェック。お尻を揺らし、左右に動かし、お尻歩きをしてウオ

ーミングアップ。

続いて、足首・足指をゆっくり回しながら柔軟性を高めてい

きます。様々な方法で足首・足指を柔らかくしていき、足指で

「グー・チョキ・パー」初めは、戸惑いながら体を動かしてい

た方も、講師の巧みなリードで、徐々に動きがスムースになっ

ていきます。

仰向けに寝て体を左右に動かし、骨盤や股関節のバランスを整

えていくころには、皆さん初回とは思えないような動きになって

いました。

講師の「関節を動かし、筋肉をほぐすのは、テレビを視ながらで

もできる」「イライラするのは体が歪んでいるからで、体を左右に

ねじる体操で解消できる」「一生歩きたかったら、足首の柔軟性が

大事」等々の説明は、受講生（高齢者）の心を揺さぶり、やる気を

引き出していました。

『断捨離Ⓡ教室』 寄居町中央公民館

高齢者健康教室 深谷市幡羅公民館



熊
谷
市
内
に
は
、
子
育
て
支
援

拠
点
が
十
九
か
所
あ
り
ま
す
。

ご
自
宅
や
ご
実
家
の
近
く
で
拠
点

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
育
て
広
場
『
の
び
の
び
』
は

平
成
二
十
一
年
に
各
中
学
校
区
に

一
か
所
の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
大

麻
生
公
民
館
の
二
階
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
毎
週
火
・
水
・
木
曜
日

の
午
前
十
時
～
午
後
一
時
ま
で
、

子
育
て
中
の
子
ど
も
や
マ
マ
・
パ

パ
、
ご
家
族
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
場
所
で
す
。
季
節
の
行
事
や
大

型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
作
っ
ち
ゃ

お
う
・
保
健
師
の
子
育
て
相
談
・

ミ
ニ
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

窓
か
ら
田
園
が
広
が
り
、
遠
く

に
新
幹
線
を
眺
め
る
広
い
畳
の
部

屋
で
、
マ
マ
達
は
時
に
は
励
ま
し

合
い
、
わ
が
子
の
可
愛
さ
を
認
め

合
い
な
が
ら
共
に
育
ち
合
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
設
け

て
お
り
、
食
育
の
交
流
が
で
き
る

だ
け
で
は
な
く
、
必
要
な
知
識
や

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

他
に
も
、
公
民
館
へ
の
移
動
図

館
「
さ
く
ら
号
」
、
保
育
セ
ン
タ
ー

の
保
健
師
に
よ
る
「
が
ん
ば
る
女

性
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
等
の
市
と

連
携
し
た
事
業
の
ほ
か
、
地
元
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
す
ず
か
け
ハ
ー
モ

ニ
ー
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ハ
ー
モ

ニ
カ
の
演
奏
会
も
好
評
で
す
。

今
後
も
市
内
の
様
々
な
機
関
・

団
体
と
協
力
し
な
が
ら
、
安
心
し

て
居
心
地
の
よ
い
子
育
て
環
境
を

得
ら
れ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

こ
の
広
場
を
卒
業
し
た
マ
マ
か

ら
は
、
「
こ
こ
が
ス
タ
ー
ト
、
広

場
が
原
点
、
『
の
び
の
び
』
が
故

郷
」
と
言
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

「
こ
こ
が
、
あ
る
よ
。
こ
こ
に
、

い
る
よ
。
（
熊
谷
市
地
域
子
育
て

支
援
拠
点
連
絡
会
『
く
ま
っ
し
ぇ

』
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
」
の
も
と
、
広

場
は
い
つ
で
も
子
育
て
を
頑
張
る

皆
さ
ん
を
待
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
子
育
て
広
場
『
の
び
の

び
』
で
は
、
大
麻
生
公
民
館
を
は

じ
め
と
し
た
地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
を
頂
き
、
マ
マ
・
パ
パ
が
孤
立

す
る
こ
と
な
く
子
育
て
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
子
育
て
を

社
会
全
体
で
支
え
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
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編
集
後
記

令
和
元
年
後
半
は
、
即
位
の

礼
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
自
然
災
害
等
人
々
の
記
憶

に
残
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
も
各
公
民
館
の
状
況

や
取
組
、
地
域
の
歴
史
、
研

修
報
告
等
、
皆
様
の
参
考
に
な

る
市
公
連
だ
よ
り
を
発
行
す
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

寄
稿
し
て
頂
き
ま
し
た
皆
様
、

そ
し
て
地
区
の
た
め
に
活
躍
し

て
頂
い
て
い
る
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

公
民
館
を
利
用
し
た

子
育
て
広
場
『
の
び
の
び
』

清
水

好
江

新
井

道
子

「公民館まつり」が開催されます。

○ 日 時 令 和 ２年

３月７日 (土） 10時 ～ １６時

３月８日（日） ９ 時３０分～１５時

○ 場 所 妻沼中央公民館・展示館

○ 内 容 舞台発表と作品の展示

お誘い合わせの上、お出かけください。

熊谷市公民館まつり


